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目的 メラノーマに対する癌ワクチンの効果を明らかにする 
データソース NCI外科における治療例 440例および論文として報告された 35の臨

床試験の合計 765 例 
研究の選択 著者自身の経験例と著者が代表的と判断した臨床試験 
データ抽出 記載なし 

主な結果 

NCI 外科：440 例中 14 例（2.6％）が PR 以上の有効。内訳別有効率

は、ペプチドワクチン 11/323（2.9％）、ウイルスワクチン 3/160
（1.9％）。 
NCI 以外における臨床試験：765 例 39 例（3.8％）が PR 以上の有効。

内訳別有効率は、ペプチドワクチン 7/175（4.0％）、ポックスウイル

スワクチン 0/206（０％）、腫瘍細胞ワクチン 6/142（4.2％）、樹状

細胞療法 14/198（7.1％） 
両者の合計：1306 例のワクチン治療例における有効率は 3.3％ 
 

結論 

これまでのワクチン療法は有効率が低い。ワクチンによる腫瘍免疫の

誘導を妨げる因子として、TGF-β、IL-10,IL-13 などの免疫抑制性サ

イトカイン、制御性 T 細胞、抑制性共役分子 CTLA-4 などがあり、こ

れらの抑制因子の制御が有効なワクチン療法開発の課題である。 

ﾚﾋﾞｭｰ研究の6項目 

備考 
このレビューの症例数には、腎癌などが少数例含まれているが、95％以

上の症例がメラノーマであり、メラノーマに対するワクチン療法の評価

と考えてよい。 
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エビデンスのレベル分類（ Ⅰ ） 
NCI 以外の施設の臨床試験の選択基準がやや曖昧であるものの、メラノ

ーマに対する現行のワクチン療法の効果をクリティカルに評価した論文

といえる。 
 

 
 
  


